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JT 生命誌研究館 京都大学 iPS 細胞研究所 共催 シンポジウム 

生命誌から生命科学の明日を拓く 
に参加しました！ 

ＳＳＨ交流会支援事業 
 

「評価に関する教員研修会」を開催！ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ９月 12日（土）、JT生命誌研究館と京都大学 iPS細胞研究所の共催シンポジウムが双方向オンライン

ライブ配信され、本校では79名の生徒と教員6名が参加しました。 

 

基調講演 「iPS細胞 進捗と今後の展望」  山中伸弥 iPS細胞研究所所長 

トーク 「科学する心で明日を拓く」  山中伸弥教授/永田和宏館長/中村桂子名誉館長 

質問タイム  事前申し込みをした参加者（高校生）から 

 

＜感想＞（①基調講演に関すること、②トークに関すること） 

①ウイルスは悪い影響しか与えないと思っていたが、人間の皮膚や血液の細胞にウイルスを利用していろい

ろなものを導入し、iPS細胞がつくられたことを知り、良いこともあるんだなと思った。 

①講演を聞いて、体を若返らせるようなマンガの中での出来事が現実になったらおもしろいなと感じた。 

①医療を考えるときに、倫理の問題に研究者達が立ち向かうことにすごく興味がわいた。 

②科学者も普通の人間だとおっしゃっていたことが意外だった。 

②新しい発見ができるのは実験のプロセスや失敗した原因を大切にしているからだと思った。これから勉強

していく過程でいろいろ失敗をすると思うが、その失敗をしっかりと次につなげられるようにしたい。 

②「教科書の内容を鵜呑みにするな」という言葉が興味深いと思った。 

 

 

９月17日（木）、ＳＳＨ交流会支援事業「評価に関する教員研修会」を開催しました。 

放課後という厳しい時間設定にもかかわらず、校外から19名（うちZoomでの参加が13名）、本校か

らは25名の先生が参加されました。また、講師として、福井大学の遠藤貴広先生をお招きしました。 

教員研修会でしたが、最初に本校１年の生徒２名による課題研究の発表があり、遠藤先生にご講評いただ

きました。次に、これまた本校２年生の生徒（生徒実行委員会）より評価に関する生徒の考えに関する発表

があり、遠藤先生にご講評いただきました。最後には、先生方がグループに分かれ、各校それぞれの評価に

関する話題についてのディスカッションを行いました。 

約１時間という短い時間でしたが、他校の様子も知ることができ、大変有意義な時間となりました。 

 

              
 

 

 


